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トピックストピックス 大切なお知らせ

　
生
活
（
く
ら
し
）
の
中
で
、
命
に

関
わ
る
病
気
や
け
が
の
と
き
に
、
最

も
頼
り
に
な
る
の
が
救
急
車
で
す
。

高
齢
社
会
の
進
展
な
ど
に
伴
い
、
救

急
車
の
出
動
件
数
は
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
今
後
も
更
に
増
加
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救
う
た
め

の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
大
変
重

要
で
す
。
こ
の
度
、
救
命
救
急
体
制

の
更
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
枚
方

寝
屋
川
消
防
組
合
が
主
体
と
な
り
、

関
西
医
科
大
学
附
属
病
院
高
度
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
４
月

３
日
（
月
）
か
ら
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の

運
用
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、
医
療
機
器
を

搭
載
し
、
医
師
や
救
急
救
命
士
が
同

乗
し
て
救
急
現
場
に
出
動
す
る
救
急

車
で
す
。
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
配
備
す

る
こ
と
で
、
早
い
段
階
で
医
師
に
よ

る
適
切
な
処
置
や
治
療
を
受
け
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
病
状
が
重
い
患

者
の
救
命
率
が
格
段
に
向
上
し
ま

す
。
ま
た
、
救
命
だ
け
で
な
く
、
早

期
治
療
に
よ
り
後
遺
症
の
軽
減
や
社

会
復
帰
率
向
上
に
も
つ
な
が
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
「
命
と
健
康
」
を
守

る
取
り
組
み
が
大
き
く
前
進
い
た
し

ま
す
。

　
　

　
　
　

 

　
　
　

　

あ
ら
ゆ
る
年
代
の
方
々
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
を
実

現
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設

置
・
運
用
を
始
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
や
小
・
中
学
校
の
夏
休
み
期
間

中
の
深
夜
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

な
ど
、「
命
を
守
る
」
こ
と
を
基
本

と
し
て
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

 　
　

　
　
　

 

　
　
　

　

さ
て
、
桜
が
い
よ
い
よ
見
頃
を
迎

え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
前
号
で

も
お
話
し
ま
し
た
が
、
打
上
川
治
水

緑
地
で
午
後
６
時
30
分
～
９
時
ま
で

桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
４
月
６
日
（
木
）
ま
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
足
を
運
ん

で
夜
桜
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

北
川
市
長

笑
顔
だ
よ
り

の

　18歳未満の子どもとその保護者を対象に、
臨床心理士がいじめや発達などの子どもにつ
いてのいろいろな相談を受け付けています。
※発達検査なども受け付けています。

　児童虐待は子どもへの人権侵害であり、保
護者も子どもも傷つくものです。
　虐待を受けていると思われる子どもに気付
いたときや虐待をしてしまいそうなときは、迷
わず相談してください（秘密は厳守します）。

　いじめの兆候への気付きを
促すことなどを目的とするもの
で、児童生徒はもちろん保護者
も利用できます。
※�利用料は無料ですが、通信料
はかかります。

　いじめで悩んでいたり、友だちの安全に不
安があったりするときは相談してください。

子どもの笑顔を守りたい

☎８３８・０１８１ ☎８３８・０４６６

☎０１２０・７８３０・６６

月～金曜日の午前９時～午後５時30分、
祝日・年末年始を除く 月～金曜日の午前９時～午後５時30分、

祝日・年末年始を除く

月～金曜日の午前９時～午後５時30分、
祝日・年末年始を除く

子どもについての相談 児童虐待についての相談

こども専用フリーダイヤル いじめのサイン「守ってあげたい」
のサービス

ＱＲコード

　子どもについてのいろいろな相談を受け付けています。一人で抱え込まず、どん
なことでも気軽に相談してください。

問　こどもを守る課
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高
齢
化
の
急
速
な
進
展
な
ど
に
よ
り
、
救
急
出
動
件
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
救
急
搬
送
で
病
院
到
着
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
現
状
で
す
。

　

今
後
も
高
齢
化
が
一
段
と
進
む
中
、
救
急
出
動
件
数
は
、
更
に

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
救
急
医
療
体
制
を
一
層
充
実

さ
せ
、
心
肺
停
止
状
態
な
ど
の
重
篤
な
患
者
が
、
一
刻
も
早
く
医

師
に
よ
る
治
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

市
の
提
案
に
よ
り
、
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
が
主
体
と
な
り
、

関
西
医
科
大
学
附
属
病
院
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

問　

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
総
務
管
理
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
０

３
）
又
は
市
危
機
管
理
室

　１分１秒でも早く医師による処置
が必要な患者が、これまでよりも短
時間で医師の治療を受けることがで
きます。

医師による処置までの時間短縮

　救急救命士が行うことができない
高度な救命処置を、医師が救急現場
又は救急車内で迅速かつ適切に行う
ことができるため、重篤な患者の救
命率が向上します。

救命率の向上

　医師が早期に治療することによ
り、救命だけでなく、後遺症の軽
減、社会復帰率の向上を図ることが
期待できます。

社会復帰率の向上

　救急隊員が医師とドクターカーに
同乗し、救命活動を共に行うことに
より、観察能力、応急処置能力など
のレベルアップを図ります。

救急隊員のレベルアップ

　救急車には、救急救命士が乗
っており、応急処置をして病院
に搬送しますが、救急救命士が
できる医療行為は限られていま
す。
　ドクターカーは、医師が同乗
し、その場の状況を判断して、
すぐに治療行為に移ることがで
きます。

４月３日月 　
平日

午
前９時～午後５時

開始

救急車とドクター
カーの違い？ドクターカー運用の効果

Doctor-Car

ドクターカー
運用します

を
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救急隊

救急隊

ドクターカー

現 場

合 流
中継地点

現地で医師が
状況を判断

病　院

出動現場が遠隔地のとき出動現場が遠隔地のときドクターカーが出動現場に近いときドクターカーが出動現場に近いとき

ドクターカー

現 場

病　院

１

１１

１

２

２
３

Doctor-Car

Doctor-Car 中継地点で
医師が状況
を判断

表

0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000
（件）

枚方寝屋川消防組合
（左軸）
枚方寝屋川消防組合
（左軸）

寝屋川市
（右軸）
寝屋川市
（右軸）救急搬送件数

12000

12500

13000

13500

14000
30,35730,357

平成平成 24年24年 25年25年 26年26年 27年27年 28年28年

32,42232,422 32,89632,896 33,63333,633
31,36431,364

12,25712,257

13,19113,191 13,16113,161
13,36213,362

12,64312,643

　119番通報時に、消防指令
センターでキーワードなどに
基づき、ドクターカー事案と
判断したときや、救急現場に
出動した救急隊からの出動要
請があったときなどに出動し
ます。
＜遠隔地のとき＞
　救急現場が病院から遠隔地
のときは、救急現場直近の救
急隊とドクターカーが同時
出動し、中継地点で合流しま
す。

運用前 …約36分 導入後 …約15分
医師の管理下に置くまでの時間

ドクターカーが
出動するとき

ドクターカー命を守る
約21分短縮
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中核市移行に向けた
取り組み
問　中核市推進課

2

1

3

今後の取り組みに
期待だね

魅力あるまちづくりを
更に進めようとしているんだね

全国でど
のくらい
あるの？

どうして
中核市に
なるの？

都市格の
向上？

全国 1,718 市町村
の中で48 市、府内
でも４市しかないの
よ。平成 31 年４月
の中核市移行を目指
して、府と協力して
進めているの。

簡単に言えば、市の
魅力を高めることだ
よ。そのために今、
市役所全体ももっと
良くしようとしてい
るところなんだ。

人口が 20 万人以
上で国の指定を受
けた都市のことで、
保健所の業務など、
いろいろな事務が
できるようになるん
だ。

中
核
市
っ
て

な
あ
に
？

新しい事務を行
うための準備
や府との話し合
いを進めている
よ。

5

6

4
「都市格」とは…都市を人に例えたときの「人格」に相当するもの

※�市長が大阪府副知事
に協力要請を行った
様子

都市格の向上のイメージ

新たな事務や権限を
生かして、市民サー
ビスの充実や魅力
あるまちにするため
だよ。そして、都
市格の向上を目指し
ているの。

中
核
市
に
な
る

た
め
に
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
い

る
の
？
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相　談 市高齢介護室、住んでいる地域の地域包括支援センター、担当しているケアマネジャー

◆介護予防・生活支援サービス事業とは

要介護・要支援認定を申請

要支援

1・2

非該当

基本チェックリスト
による確認

自立した生活が
送れる人

◆�介護予防・生活支
援サービス事業

生活機能の低下が
見られた人 一般介護予防事業

要介護

1～5

従来の
介護保険サービス

◆�介護予防・生活支
援サービス事業、
従来の介護保険
サービス（移行分
を除く）

　現行相当サービスのほか、利用者の
費用負担が少ない緩和した基準による
サービス（市の指定する研修修了者で
ある在宅支援員などが訪問して行う買
い物・掃除などの生活支援）、有償活
動員による生活支援のサービス

※�訪問型サービス（有償活動
員による支援）のみ利用で
きます。

※�介護予防を目指した教室
など（要介護・要支援認
定を申請しなくても利用
できます）。

　現行相当サービスのほか、利用者の
費用負担が少ない緩和した基準による
サービス（生活機能向上のための体操
など）、リハビリの専門職を配置し機能
改善を図る短期集中サービス

サービス利用の流れ

在宅支援員の募集

　介護福祉士などの
資格がなくても、研修
の受講により、在宅支
援員として訪問型サー
ビス（基準緩和）に
従事することができま
す。希望する人は訪問
型サービス（基準緩
和）事業所を通して研
修に申し込む必要が
あります。詳しくは市
ホームページ「高齢介
護室」を見てください。

概
　
要

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
市
で
新
し
い
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

今
ま
で
の
国
が
定
め
る
全
国
一
律
の
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
を
、
市
町
村
が
行
う
事
業

と
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
創
意
工
夫
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
制
度
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

内
　
容

　

要
支
援
１
・
２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
に

対
す
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
訪
問
介

護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）と
通
所
介
護（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
通

所
型
サ
ー
ビ
ス
」
に
そ
れ
ぞ
れ
移
行
し
ま
す
。

　

地
域
の
支
え
合
い
の
体
制
づ
く
り
の
推
進
と

要
支
援
者
な
ど
へ
の
効
果
的
・
効
率
的
な
支
援

に
取
り
組
み
ま
す
。

∧
平
成
29
年
３
月
ま
で
に
要
支
援
の
認
定
を
受

け
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
∨

　

平
成
29
年
４
月
１
日
以
降
を
開
始
日
と
す
る

最
初
の
要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
か
ら
総
合
事

業
に
移
行
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
４
月
１
日
か
ら
移
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問　

高
齢
介
護
室

訪問型サービス 通所型サービス

始まる
新しい

介護予防・日常生活支援
総合事業
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学
生
レ
ポ
ー
タ
ー

　

市
の
事
業
な
ど
を
取
材
し
、「
広
報
ね
や
が

わ
」
に
記
事
を
掲
載
す
る
「
学
生
レ
ポ
ー
タ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
広
報
誌
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
又
は
市
と
包
括
連

携
協
定
を
結
ぶ
学
校
法
人
（
大
阪
電
気
通
信
大

学
、
常
翔
学
園
、
聖
母
女
学
院
、
同
志
社
、
関

西
医
科
大
学
、
大
阪
府
立
大
学
、
大
阪
国
際
学

園
、大
阪
音
楽
大
学
）
に
在
籍
し
、学
生
レ
ポ
ー

タ
ー
の
職
務
を
積
極
的
に
遂
行
で
き
る
15
歳
～

25
歳
の
学
生
５
人
（
中
学
生
を
除
く
、
決
定
に

は
選
考
が
あ
り
ま
す
）

▽
任
期　

平
成
30
年
３
月
31
日
（
土
）
ま
で

▽
謝
礼　

記
事
掲
載
１
件
に
つ
き
３
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
広
報
広
聴
課
」

を
見
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問　

所
定
の
用
紙
（
広
報
広
聴
課
に
あ

り
ま
す
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
広
報
広
聴
課
」

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
直
接
又
は
郵
送

で
４
月
３
日
～
17
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

30
分
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
＝
必
着
＝
に
広

報
広
聴
課
（
広
報
担
当
〒
572
―
８
５
５
５
本
町

１
番
１
号
）

※
学
生
レ
ポ
ー
タ
ー
の
記
事
は
37
ペ
ー
ジ
を
見

て
く
だ
さ
い
。

　

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る

た
め
、
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
や

市
を
応
援
し
た
い
と
思
う
多
く
の

人
に
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
た
寄
附
（
ふ
る
さ
と
寄
附
金
）

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
更
に

利
用
し
や
す
く
、
魅
力
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
決
済
に
よ
る
受
付
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
寄
附
者
に
返
礼

品
を
送
付
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
申
し
込
み

や
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
企
画
政
策
課
」
を
見
て
く
だ
さ

い
。

※
申
し
込
み
の
時
期
に
よ
っ
て
返

礼
品
の
内
容
が
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課

（ふるさと寄附金）
します

を納税制度納税制度
リニューアル

ふふるるささとと

募
集

～返礼品の送付、クレジット決済による寄附の導入～

返礼品の一例
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日　時 ４月５日（水）午後１時30分
場　所  市立市民会館１階大ホール
内　容  講演＝浜村淳さん（タレン

ト）、警察と大阪電気通信大
学の吹奏楽団の演奏など

入場料  無料
※�粗品を進呈します（無くなり次第終了）。
駐車場に限りがありますので、公共交通機
関を利用してください。

　府及び市の条例で高齢者の自転車ヘルメットの着用が努
力義務化されたことに伴い、ヘルメットを販売します。

販売日 ４月３日（月）から
販売場所  寝屋川交通安全協会　　

（☎822・3787）

価　格  3,950円（税込み・保険無し）

友
呂
岐
・
二
十
箇
水
辺
ひ
ろ
ば

花
見
・
舟
下
り

運動の
基本

子供と高齢者の交通事故防止
～事故にあわない、おこさない～

運動の
重点

◦ルール無視　子どもが見てる　その行動

◦抱っこより　深い愛情　チャイルドシート

◦気のゆるみ　一杯だけが　命とり

全国重点
◦ 歩行中・自転車乗用中の交通

事 故 防 止 （ 自 転 車 に つ い て
は、特に自転車安全利用五則
の周知徹底）

◦ 後部座席を含めた全ての座席
のシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底

◦飲酒運転の根絶
大阪重点
◦ 通学路における交通事故防止

４月６日
～15日

▽
日
時　

４
月
８
日
（
土
）
午

前
10
時
～
正
午
＝
雨
天
中
止

▽
場
所　

友
呂
岐
・
二
十
箇
水

辺
ひ
ろ
ば
（
左
の
地
図
の
と
お

り
）

▽
参
加
費　

無
料

申
込　

当
日
直
接

問　
「
ね
や
川
水
辺
ク
ラ
ブ
」・

立
川
（
☎
０
９
０
・
２
３
８
２
・

７
３
５
６
）
又
は
市
水
・
み
ど

り
室
（
河
川
担
当
）

寝屋川
警察署

市役所

池田すみれ
こども園

消費生活
センター

至京都

寝
屋
川
市
駅

寝
屋
川

寝
屋
川
導
水
路

京
阪
電
車

国
道
１
７
０
号

府道
京都
守口
線

友
呂
岐
水
路

二十箇
水路

N

総合
センター

友呂岐・二十箇
水辺ひろば

　交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と
正しい交通マナーの実践を習慣付け、交通事故防止の徹底
を図ることを目的として全国で行われます。

問　道路交通課

寝屋川交通安全大会の開催運動の基本・重点

スローガン

高齢者用自転車ヘルメットの販売

春の全国交通安全運動

花
見
を
し
な
が
ら
Ｅ
ボ
ー
ト
乗
船
体
験
を
行
い
ま
す

昨年の舟下りの様子


